
４．高津川の洪水と治水の歴史

水害の記録

表４―７は事業区域内における水害の記録である。高津川流域では津和野藩が

水害の記録を多く残しているため、近世以降に関しては比較的詳細な被害状況が

読み取れる。しかし江の川流域では４年に１度の頻度で起こるといわれる洪水の

多さにも関わらず、今一つ具体的な記録が不明である。以下の表は各市町村の郷

土誌の記録をもとにまとめてあるため、数値に関してはほとんどが事業区域内全

体の数ではない事を断っておく。

昭和期の主な水害

①昭和 18年水害

図４― 17は昭和 18 年水害における高津川下流域の氾濫区域である。当時は河

川改修もさほど進んでいない事もあって、谷底氾濫原の大部分が浸水した大水害で

あった。津和野では９月19・20日での２日雨量483mm（年間降水量の３分の１近く）

を記録し、高角での流量は約 4,000 /s（47 年は 5,780 /s、58 年は 2,520

/s）であったと推定される。この災害は戦時中であったために復旧が遅れ、加えて

翌 19・20 年にも高津川が氾濫したため、流域住民の生活た大きな打撃を与えた。





②昭和 47 年水害

昭和 47年７月の梅雨前線は中国地方の大部分に集中豪雨をもたらし、殆どの地

域で日雨量・総雨量が既往最大の異常気象であった。この時の気圧配置（図４―

18）は中国地方に停滞する梅雨前線上を次々に小さな低気圧が通って石見地方に

雷雨性の豪雨をもたらし、７月９～ 13日の間、前線の位置は山陰沖から瀬戸内ぐ

らいまでの間を移動したに過ぎず、天気図はほとんど変わらなかった。図４― 19



はこの時の高津川流域における総雨量分布図である。この豪雨で河川の氾濫区域

は益田市の中心街を除けば昭和 18年の時と殆ど変わらない範囲に達し、また山地

や丘陵地では土壌が飽和に達して斜面崩壊の被害が相次いだ。
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